
この資料は，都染（2021）で示した甲南大学方言研究

会が作成したすべての言語地図とグロットグラム（以

降報告書名以外ＧＧと略称）の掲載項目一覧である。

これらは，都染（2019）・都染（2020）の巻末にあるもの

を修正・統一・整理したものである。また，資料の正

誤は主要なものを提示する。

本稿資料での修正点等を以下①～⑤にまとめる。

①各報告書は略称を用いる。略称は本稿最終頁参照。

なお，４桁の数字は報告書の「刊行年」である。

②項目を比較しやすいように，言語地図・ＧＧで実

際に用いた名称や表記を変更したものがある。

例：堆積した落葉（松葉） → 松の落ち葉

③項目に伏した注記は，（ ）は仮名・補足等，［ ］は

別表記である。

④各言語地図二重線以下は下記に収録されている。

「1991多氷」～「1996加東」：「拾Ⅰ」（報告29）

「1997美嚢」～「2002飾宍」：「拾Ⅱ」（報告30）

⑤各報告書の正誤は，空白を利用して示す。
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甲南大学方言研究会報告 言語地図刊行年別目次 地図１－１

№ 報 1991 多氷 1992 多紀 1993 氷上 1994 北播

1 調査対象地域 行政区画 調査対象地域 行政区画 調査対象地域 行政区画 調査対象地域 行政区画

2 調査対象地域 主要交通網 調査対象地域 主要交通網 調査対象地域主要交通網 調査対象地域主要交通網

3 調査地点名・調査地点№ 調査地点名・調査地点№ 調査地点名・調査地点№ 調査地点名・調査地点№

4 かまきり かまきり かまきり かまきり

5 ごきぶり ごきぶり いなご ごきぶり

6 蜘蛛の糸 蜘蛛の糸 ごきぶり 蜘蛛の糸

7 ありじごく（薄羽蜻蛉の幼虫） ありじごく（薄羽蜻蛉の幼虫） 蜘蛛の糸 ありじごく（薄羽蜻蛉の幼虫）

8 あめんぼ あめんぼ ありじごく（薄羽蜻蛉の幼虫） あめんぼ

9 みずすまし みずすまし あめんぼ みずすまし

10 蛙（総称） あめんぼ・みずすまし区別 みずすまし 蛙（総称）

11 雨蛙 蛙（総称） あめんぼ・みずすまし区別無 雨蛙

12 とのさま蛙 雨蛙 蛙（総称） とのさま蛙

13 ひき蛙 とのさま蛙 雨蛙 ひき蛙

14 おたまじゃくし ひき蛙 とのさま蛙 おたまじゃくし

15 蛇（総称） おたまじゃくし ひき蛙 蛇（総称）

16 まむし［蝮］ 蛇（総称） おたまじゃくし まむし［蝮］

17 もぐら［土竜］ まむし［蝮］ 蛇（総称） もぐら［土竜］

18 雄牛 もぐら［土竜］ まむし［蝮］ 雄牛

19 雌牛 雄牛 もぐら［土竜］ 雌牛

20 仔牛 雌牛 いたち 仔牛

21 くちびる［唇］ 仔牛 雄牛 くちびる［唇］

22 まゆげ［眉毛］ くちびる［唇］ 雌牛 まゆげ［眉毛］

23 ほほ［頬］ まゆげ［眉毛］ 仔牛 ほほ［頬］

24 もののらい［麦粒腫］ ほほ［頬］ くちびる［唇］ もののらい［麦粒腫］

25 つむじ［旋毛］ もののらい［麦粒腫］ まゆげ［眉毛］ つむじ［旋毛］

26 くすりゆび［薬指］ つむじ［旋毛］ もののらい［麦粒腫］ くすりゆび［薬指］

27 かかと［踵］ くすりゆび［薬指］ つむじ［旋毛］ かかと［踵］

28 くるぶし［踝］ かかと［踵］ くすりゆび［薬指］ くるぶし［踝］

29 おてんば くるぶし［踝］ かかと［踵］ おてんば

30 けちんぼ おてんば くるぶし［踝］ けちんぼ

31 末っ子 けちんぼ おてんば 末っ子

32 あぐら［胡坐］ 末っ子 けちんぼ あぐら［胡坐］

33 お手玉 あぐら［胡坐］ けちんぼ（お金に関して） お手玉（遊び）

34 片足跳び お手玉 末っ子 片足跳び

35 肩車 片足跳び あぐら［胡坐］をかく 肩車

36 じゃんけん 肩車 お手玉（道具） じゃんけん

37 おやつ じゃんけん お手玉（遊び） おやつ

38 夕立 おやつ 片足跳び おはじき

39 雷 おはじき 肩車 めんこ（カード状）

40 稲光 夕立 じゃんけん 夕立

41 太陽 雷 じゃんけんの掛け声 雷

42 つらら［氷柱］ 稲光 おやつ 稲光

43 湯気（御飯・やかん） 太陽 おはじき 太陽

44 湯気（ホケの意味） 氷 めんこ（カード状） つらら［氷柱］

45 米櫃 つらら［氷柱］ 夕立 湯気（御飯・やかん）

46 瀬戸物 湯気（御飯・やかん） 雷 米櫃

47 しめなわ［注連縄｝ 米櫃（こめびつ） 稲光 瀬戸物

48 返礼の品 瀬戸物 太陽 しめなわ［注連縄｝

49 落ち葉（松葉・その他） しめなわ［注連縄｝ つらら［氷柱］ マッチ

50 ゴミ（屋内） マッチ 湯気（御飯・やかん） 返礼の品

51 ゴミ（川や用水路） 返礼の品 湯気（ホケの意味） 松の落ち葉

52 桑の実 松の落ち葉 米櫃 松以外の落ち葉

53 すみれ［菫］ 松以外の落ち葉 瀬戸物 ゴミ（屋内・川や用水路など）

54 つくし［土筆］ ゴミ（屋内） しめなわ［注連縄｝ 桑の実

55 すぎな ゴミ（川や用水路） 返礼の品 すみれ［菫］

56 彼岸花 桑の実 松の落ち葉 つくし［土筆］

57 松笠 すみれ［菫］ 松以外の落ち葉 すぎな

58 山ぶどう つくし［土筆］ ゴミ（屋内） たんぽぽ

59 ジャガイモ すぎな ゴミ（川や用水路） たんぽぽの綿毛

60 籾殻（もみがら） たんぽぽ 桑の実 彼岸花

61 糠（ぬか） たんぽぽの綿毛 つくし［土筆］ 松笠

62 恐ろしい 彼岸花 すぎな 山ぶどう

63 うらやましい 松笠 彼岸花 ジャガイモ
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甲南大学方言研究会報告 言語地図刊行年別目次（二重線以下 拾Ⅰ 収録） 地図１－２

№ 報 1991 多氷 1992 多紀 1993 氷上 1994 北播

64 くすぐったい 山ぶどう 松笠 籾殻（もみがら）

65 （塩）味が薄い ジャガイモ 山ぶどう 糠（ぬか）

66 なだらかな（坂道） 籾殻（もみがら） ジャガイモ （箱が）大きい

67 いくら（値段） 糠（ぬか） 籾殻（もみがら） （箱が）小さい

68 いくつ（個数） 恐ろしい 糠（ぬか） （棒が）太い

69 数える うらやましい 恐ろしい （棒が）細い

70 「行く」の敬語表現 くすぐったい うらやましい （篩の目が）粗い

71 昨日手紙を出した（イ音便） （塩）味が薄い くすぐったい （篩の目が）細かい

72 （もっと早く）行けばよかった なだらかな（坂道） なだらかな（坂道） 恐ろしい

73 「雨」のアクセント いくら（値段） 青あざ（ができる） うらやましい

74 「秋」のアクセント いくつ（個数） 数える（鉛筆など） くすぐったい

75 「空」のアクセント 青あざ（ができる） 数える（お金） （塩）味が薄い

76 「針」のアクセント 数える（鉛筆など） （赤ちゃんを）おんぶする なだらかな（坂道）

77 ２拍名詞 1・5類 類の統合 数える（お金） （荷物を背中に）背負う 青あざ（ができる）

78 非日常品の買物先 来なかった （片方の肩に荷物を）かける 数える（鉛筆など）

79 大阪のことばの位置付け意識 「行く」の敬語表現 （材木を一人で）かつぐ 数える（お金）

80 京都のことばの位置付け意識 昨日手紙を出した（イ音便） （天秤棒を）かつぐ （赤ちゃんを）おんぶする

81 神戸のことばの位置付け意識 雨が降るから （二人で）かつぐ （荷物を背中に）背負う

82 福知山ことばの位置付け意識 （仕事を）しなければならない 行かない （片方の肩に荷物を）かける

83 東京のことばの位置付け意識 行かない 来なかった （材木を一人で）かつぐ

84 多紀・氷上方言境界の意識 （もっと早く）行けばよかった 雨が降るから （天秤棒を）かつぐ

85 いなご ２拍名詞のアクセント （もっと早く）行けばよかった （二人で）かつぐ

86 いたち 「空が見える」のアクセント しなければ（ならない） 来なかった

87 おはじき 非日常品の買物先 （しなければ）ならない （今日は雨が降る）から

88 めんこ（カード状） 最も似ていることばの意識 「行く」の敬語表現 （もっと早く）行けばよかった

89 氷 ２番めに近いことばの意識 出した（イ音便） 出した（イ音便）

90 マッチ ３番めに近いことばの意識 ガ行鼻濁音 ガ行鼻濁音

91 たんぽぽ ４番めに近いことばの意識 ２拍名詞のアクセント ２拍名詞のアクセント

92 たんぽぽの綿毛 ５番めに近いことばの意識 非日常品の買物先 「元旦」のアクセント

93 （箱が）大きい 多紀郡氷上郡の方言相違意識 最も似ていることばの意識 非日常品の買物先

94 （箱が）小さい めんこ（カード状） ２番めに近いことばの意識 最も似ていることばの意識

95 （棒が）太い いくつ（何歳） ３番めに近いことばの意識 最も異なることばの意識

96 （棒が）細い （箱が）大きい ４番めに近いことばの意識 氷上ことばの位置付け意識

97 （篩の目が）粗い （箱が）小さい ５番めに近いことばの意識 北播磨・丹波方言相違意識

98 （篩の目が）細かい （棒が）太い 氷上郡多紀郡方言相違意識 いなご

99 （赤ちゃんを）おんぶする （棒が）細い ほほ［頬］ いたち

100 （荷物を背中に）背負う （篩の目が）粗い 体の垢 体の垢

101 （片方の肩に荷物を）かける （篩の目が）細かい 氷 氷

102 （材木を一人で）かつぐ 散る（アスペクト進行態） マッチ にんじん［人参］

103 （天秤棒を）かつぐ 散る（アスペクト結果態） たんぽぽ いくら（値段）

104 （二人で）かつぐ （赤ちゃんを）おんぶする たんぽぽの綿毛 いくつ（個数）

105 （よい天気）だ （荷物を背中に）背負う すみれ［菫］ いくつ（何歳）

106 （これは何）だ？ （片方の肩に荷物を）かける にんじん［人参］ 散る（アスペクト進行態）

107 （手紙を）出した （材木を一人で）かつぐ （箱が）大きい 散る（アスペクト結果態）

108 （雨が降る）から （天秤棒を）かつぐ （箱が）小さい 借りる

109 しなければならない （二人で）かつぐ （棒が）太い 「行く」の敬語表現

110 （もっと早く）行けばよかった （よい天気）だ （棒が）細い （よい天気）だ

111 行かない （これは何）だ？ （篩の目が）粗い （これは何）だ？

112 来なかった 借りる （篩の目が）細かい （運動場）から（＝で）

113 税金のゼ （運動場）から（＝で） （塩）味が薄い しなければならない

114 溝のゾ いくら（値段） 行かない

115 青あざ（ができる） いくつ（個数）

116 ＊72・110重複 いくつ（何歳）

117 散る（アスペクト進行態）

118 散る（アスペクト結果態）

119 （よい天気）だ

120 （これは何）だ？

121 来なかった

122 借りる

123 （運動場）から（＝で）

124 雑巾のゾ

125 税金のゼ

126 ＪＲのジェ
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甲南大学方言研究会報告 言語地図刊行年別目次 地図２－１

№ 報 1999 加西 1996 加東 1997 美嚢 1998 小新

1 調査対象地域行政区画 調査対象地域行政区画 調査対象地域行政区 調査対象地域行政区画

2 調査対象地域主要交通網 調査対象地域主要交通網 調査対象地域主要交 主要交通網

3 調査地点名・調査地点№ 調査地点名及び地点№ 調査地点名・地点№ 調査地点名・地点№

4 かまきり かまきり かまきり かまきり

5 かぶと虫 いなご ごきぶり いなご

6 ごきぶり ごきぶり ありじごく（薄羽蜻蛉の幼虫） くわがた

7 蜘蛛の巣 蜘蛛の糸 あめんぼ 蜘蛛の糸

8 蜘蛛の糸 ありじごく（薄羽蜻蛉の幼虫） みずすまし ありじごく（薄羽蜻蛉の幼虫）

9 ありじごく（薄羽蜻蛉の幼虫） あめんぼ ひき蛙 あめんぼ

10 あめんぼ みずすまし おたまじゃくし みずすまし

11 みずすまし（１） 蛙（総称） めだか とのさまがえる

12 みずすまし（２） ひき蛙 蛇（総称） ひき蛙

13 蛙（総称） おたまじゃくし もぐら［土竜］ おたまじゃくし

14 雨蛙 めだか 雄牛 めだか

15 とのさま蛙 蛇（総称） 雌牛 蛇（総称）

16 ひき蛙 もぐら［土竜］ 子牛 まむし［蝮］

17 おたまじゃくし 雄牛 まゆげ［眉毛］ もぐら［土竜］

18 メダカ 雌牛 ほほ［頬｝ 雄牛

19 蛇（総称） 子牛 ものもらい［麦粒腫］ 雌牛

20 まむし［蝮］ まゆげ［眉毛］ つむじ［旋毛］ 子牛

21 もぐら［土竜］ ほほ［頬］ くすりゆび［薬指］ まゆげ［眉毛］

22 雄牛 ものもらい［麦粒腫］ かかと［踵］ ほほ［頬］

23 雌牛 つむじ［旋毛］ くるぶし［踝］ ものもらい［麦粒腫］

24 子牛 くすりゆび［薬指］ おてんば つむじ［旋毛］

25 くちびる［唇］ かかと（踵） 末っ子 くすりゆび［薬指］

26 まゆげ［眉毛］ くるぶし（踝） あぐら［胡坐］ かかと［踵］

27 ほほ［頬］ おてんば あぐら［胡坐］をかく くるぶし［踝］

28 ものもらい［麦粒腫］ 末っ子 お手玉 おてんば

29 つむじ［旋毛］ あぐら［胡坐］をかく 片足跳び 末っ子

30 かかと［踵］ お手玉 肩車 あぐら［胡坐］をかく

31 くるぶし［踝］ 片足飛び じゃんけん お手玉

32 おてんば 肩車 おやつ（子供用） 片足跳び

33 けちんぼ じゃんけん おやつ（大人用 肩車

34 末っ子 おはじき おはじき じゃんけん

35 あぐら［胡坐］ めんこ（カード状） めんこ（カード状） おはじき

36 おはじき つらら［氷柱］ 夕立 めんこ（カード状）

37 メンコ 湯気（御飯・やかん） 湯気（御飯・やかん） メンコ（ペッタン系）

38 お手玉 米櫃 米櫃 メンコ（カエシ系）

39 片足飛び 瀬戸物 瀬戸物 夕立

40 肩車 しめなわ［注連縄｝ しめなわ［注連縄｝ 太陽

41 じゃんけん 返礼の品 返礼の品 湯気（御飯・やかん）

42 おやつ 松の落ち葉 返礼の品（お金の場合） 米櫃

43 米櫃（こめびつ） 松の落ち葉とその他の落ち葉 松の落ち葉 瀬戸物

44 しめなわ［注連縄｝ ゴミ（屋内） 松以外の落ち葉 しめなわ［注連縄｝

45 返礼の品 ゴミ（川や用水路） 落ち葉（松とその他の区別無） 返礼の品

46 堆積した落葉１ 松 桑の実 ゴミ（川や用水路） 松の落ち葉

47 堆積した落葉２ 松/その他 スミレ 桑の実 松以外の落ち葉

48 桑の実 つくし［土筆］ スミレ 落ち葉（松とその他の区別無）

49 スミレ すぎな つくし［土筆］ ゴミ（川や用水路）

50 つくし［土筆］ 彼岸花 すぎな ゴミ（屋内）

51 すぎな 松笠 彼岸花 桑の実

52 タンポポ 山ぶどう 松笠 すみれ

53 タンポポの綿毛 籾殻（もみがら） 山ぶどう つくし［土筆］

54 彼岸花 恐ろしい ジャガイモ すぎな

55 松笠 うらやましい 籾殻（もみがら） 彼岸花

56 山ぶどう くすぐったい 恐ろしい 松笠

57 （箱が）大きい なだらかな（坂道） うらやましい 山ぶどう

58 （箱が）小さい 青あざ（ができる） くすぐったい じゃがいも

59 （棒が）太い 返却する なだらかな（坂道） 籾殻（もみがら）

60 （棒が）細い （赤ちゃんを）おんぶする 青あざ（ができる） 糠（ぬか）

61 恐ろしい （荷物を背中に）背負う （赤ちゃんを）おんぶする 恐ろしい

62 うらやましい （片方の肩に荷物を）かける （荷物を背中に）背負う うらやましい

63 なだらかな（坂道） （材木を一人で）かつぐ （片方の肩に荷物を）かける くすぐったい
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甲南大学方言研究会報告 言語地図刊行年別目次（二重線以下：加西・加東＝拾Ⅰ，美嚢・小新＝拾Ⅱ 収録）地図２－２

№ 報 1999 加西 1996 加東 1997 美嚢 1998 小新

64 青あざ（ができる） （天秤棒を）かつぐ （材木を一人で）かつぐ なだらかな（坂道）

65 （赤ちゃんを）おんぶする （二人で）かつぐ （天秤棒を）かつぐ 青あざ（ができる）

66 （荷物を背中に）背負う 約束していたのに来なかった （二人で）かつぐ 返却する

67 （片方の肩に荷物を）かける 今日は仕事に行かない 約束していたのに来なかった （赤ちゃんを）おんぶする

68 （材木を一人で）かつぐ 「行く」の敬語表現 今日は仕事に行かない おんぶ（幼児語）

69 （天秤棒を）かつぐ 「行った」の敬語表現 「行く」の敬語表現 （荷物を背中に）背負う

70 （二人で）かつぐ 昨日手紙を出した（サ行イ音便）「行った」の敬語表現 （片方の肩に荷物を）かける

71 来なかった 雨が降るから行くのはよそう 昨日手紙を出した（サ行イ音便）（材木を一人で）かつぐ

72 （今日は）行かない もっと早く行けばよかった 雨が降るから行くのはよそう （天秤棒を）かつぐ

73 （今日は）行けない 買物先（非日常品） 仕事をしなければならない （二人で）かつぐ

74 「行く」の敬語表現 最も似ていることばの意識 もっと早く行けばよかった 来なかった

75 「行った」の敬語表現 最も異なることばの意識 買物先（非日常品） 行かない

76 買い物圏（昔・非日常品） 東播磨臨海部方言との意識 最も似ていることばの意識 「行く」の敬語表現

77 最も似ていることばの意識 雨蛙 ２番目に似ていることば 「行った」の敬語表現

78 最も異なることばの意識 殿様蛙 最も異なることばの意識 サ行イ音便（手紙を出イた）

79 姫路のことばへの意識 まむし［蝮］ 旧美嚢郡内の方言相違意識 雨が降るから行くのはよそう

80 東播磨臨海部方言との相違 くちびる［唇］ いなご 仕事をしなければならない

81 くすりゆび［薬指］ けちんぼ 蜘蛛の糸 もっと早く行けばよかった

82 太陽 おやつ 雨蛙 買物先（非日常品）

83 夕立 雷 とのさま蛙 最も似ていることばの意識

84 稲光 稲光 蛙の総称 最も異なることばの意識

85 ゴミ（屋内） 夕立 まむし［蝮］ 東播磨内陸部臨海部方言相違

86 ゴミ（川や用水路） 太陽 くちびる［唇］ 蛙の総称

87 氷 氷 けちんぼ 雨蛙

88 氷柱 糠（ぬか） 雷 くちびる［唇］

89 じゃがいも じゃがいも 稲光 けちんぼ

90 とうもろこし とうもろこし 氷 おやつ

91 糠（ぬか） たんぽぽ 氷柱 ゴミ（屋内）

92 いくら（値段） たんぽぽの綿毛 太陽 雷

93 いくつ（個数） （箱が）大きい ゴミ（屋内） 稲光

94 いくつ（何歳） （箱が）小さい たんぽぽ 氷

95 （篩の目が）粗い （棒が）太い たんぽぽの綿毛 氷柱

96 （篩の目が）細かい （棒が）細い とうもろこし たんぽぽ

97 （塩味が）薄い （篩の目が）粗い 糠（ぬか） たんぽぽの綿毛

98 くすぐったい （篩の目が）細かい （箱が）大きい とうもろこし

99 数える（物） （塩）味が薄い （箱が）小さい （塩）味が薄い

100 数える（お金） いくら（値段） （棒が）太い （箱が）大きい

101 散る（アスペクト進行態） いくつ（個数） （棒が）細い （箱が）小さい

102 散る（アスペクト結果態） いくつ（何歳） （篩の目が）粗い （棒が）太い

103 返す（返却する） 数える（物） （篩の目が）細かい （棒が）細い

104 （よい天気）だ 数える（お金） 塩味が薄い （篩の目が）粗い

105 散る（アスペクト進行態） いくら（値段） （篩の目が）細かい

106 散る（アスペクト結果態） いくつ（個数） 数える（鉛筆）

107 （よい天気）だ いくつ（年齢） 数える（お金）

108 （これは）何だ？ 数える（鉛筆） 散る（アスペクト進行態）

109 しなければならない 数える（お金） 散る（アスペクト結果態）

110 雑巾のゾ 散る（アスペクト進行態） （よい天気）だ

111 税務署のゼ 散る（アスペクト結果態） （これは何）だ？

112 ＪＲのジェ （よい天気）だ いくつ（個数）

113 （これは何）だ？ いくつ（年齢）

114 返却する いくら（値段）

115 雑巾のゾ 雑巾のゾ

116 税務署のゼ 税務署のゼ

117 ＪＲのジェ ＪＲのジェ

正誤等
『91多氷』：調査地点番号（２版修正済）：02常楽6520.9133，05本郷6530.0177，13多利6520.9542，16野上野6530.0503
『92多紀』： 「質問文107 四カ所→五カ所
『93氷上』：《おぼえがき》�4［g］→［7］，地点・話者一覧№1・3：性別・年齢→年齢・性別，調査文例81・108番号左に＃
『94北播』：
『99加西』：・まえがき調査参加者名：中澤久仁子→仲澤久仁子，奥付甲南大学方言研究会報告７：美 郡→美嚢郡（２カ所）

・『兵庫県加西市言語地図』は「報告５」であるが，阪神・淡路大震災の影響で刊行が遅れ，1999年となった。
『96加東』：
『97美嚢』：
『98小新』：

39都染 直也：甲南大学方言研究会報告書「言語地図」「グロットグラム」収載項目一覧と関連情報



甲南大学方言研究会報告 言語地図刊行年別目次 地図３－１

№ 報 1999 三田 2000 朝神 2001 神崎 2002 飾宍

1 調査対象地域行政区画 調査対象地域行政区画 対象地域行政区画 調査対象地域行政区画

2 主要交通網 調査対象地域主要交通網 調査対象地域主要交通網 調査対象地域主要道路

3 調査地点名・地点№ 調査地点名・調査地点№ 調査地点名・調査地点№ 調査地点名・地点№

4 かまきり かまきり かまきり かまきり

5 いなご かぶと虫 かぶと虫 かぶとむしの雄

6 ごきぶり くわがた くわがた かぶとむしの雌

7 蜘蛛の糸 蜘蛛の糸 蜘蛛の糸 くわがたの雄

8 ありじごく（薄羽蜻蛉の幼虫） ありじごく（薄羽蜻蛉の幼虫） ありじごく（薄羽蜻蛉の幼虫） くわがたの雌

9 あめんぼ あめんぼ あめんぼ 蜘蛛の糸

10 みずすまし みずすまし みずすまし 蜘蛛の巣

11 あまがえる ひき蛙 ひき蛙 ありじごく（薄羽蜻蛉の幼虫）

12 ひき蛙 おたまじゃくし おたまじゃくし あめんぼ

13 おたまじゃくし メダカ メダカ みずすまし

14 めだか 蛇（総称） 蛇（総称） ひき蛙

15 蛇（総称） まむし［蝮］ まむし［蝮］ おたまじゃくし

16 まむし［蝮］ もぐら［土竜］ もぐら［土竜］ めだか

17 もぐら［土竜］ 雄牛 雄牛 蛇（総称）

18 雄牛 雌牛 雌牛 まむし［蝮］

19 雌牛 子牛 子牛 もぐら［土竜］

20 子牛 まゆげ［眉毛］ まゆげ［眉毛］ 雄牛

21 まゆげ［眉毛］ 頬（ほほ） 頬（ほほ） 雌牛

22 頬 ものもらい ものもらい 子牛

23 ものもらい［麦粒腫］ つむじ つむじ まゆげ［眉毛］

24 つむじ かかと［踵］ かかと［踵］ ほほ［頬］

25 かかと［踵］ くるぶし［踝］ くるぶし［踝］ ものもらい［麦粒腫］

26 くるぶし［踝］ おてんば おてんば つむじ

27 おてんば 末っ子 末っ子 かかと［踵］

28 末っ子 あぐら［胡坐］をかく あぐら［胡坐］をかく くるぶし［踝］

29 あぐら［胡坐］をかく お手玉 お手玉 おてんば

30 お手玉 お手玉の袋 お手玉の袋 けちんぼ

31 お手玉の袋 片足跳び 片足跳び 末っ子

32 片足跳び 肩車 肩車 あぐら［胡坐］をかく

33 肩車 じゃんけん じゃんけん お手玉（遊び）

34 じゃんけん じゃんけんの掛け声 じゃんけんの掛け声 お手玉（道具）

35 じゃんけんの掛け声 おはじき おはじき 片足跳び

36 おやつ めんこ（カード状） めんこ（カード状） 肩車

37 おはじき 夕立 夕立 じゃんけん（動作・掛声）

38 めんこ（カード状） （雨が）ピリピリ（してきた） （雨が）ピリピリ（してきた） おやつ

39 湯気（御飯・やかん） 太陽 太陽 おはじき

40 米櫃 米櫃 米櫃 めんこ（カード状）

41 瀬戸物 瀬戸物 瀬戸物 夕立

42 しめなわ［注連縄｝ しめなわ［注連縄｝ しめなわ［注連縄］ （雨が）ピリピリ（してきた）

43 返礼の品 返礼の品 返礼の品 太陽

44 松の落ち葉 松の落ち葉 松の落ち葉 米櫃（こめびつ）

45 松以外の落ち葉 松以外の落ち葉 松以外の落ち葉 瀬戸物（総称）

46 ゴミ（川や用水路）（ゴモク） ゴミ（川や用水路） ゴミ（川や用水路） しめなわ［注連縄｝

47 桑の実 桑の実 桑の実 返礼の品

48 すみれ つくし［土筆］ つくし［土筆］ 松の落ち葉

49 つくし［土筆］ すぎな すぎな 松以外の落ち葉

50 すぎな 彼岸花 彼岸花 ゴミ（川や用水路）

51 彼岸花 松笠 松笠 桑の実

52 松笠 じゃがいも じゃがいも つくし［土筆］

53 山ぶどう とうもろこし とうもろこし すぎな

54 ジャガイモ 籾殻（もみがら） 籾殻（もみがら） 彼岸花

55 籾殻（もみがら） 糠（ぬか） 糠（ぬか） 松笠

56 糠（ぬか） 恐ろしい 恐ろしい 山ぶどう

57 （箱が）大きい うらやましい うらやましい じゃがいも

58 （篩の目が）粗い くすぐったい くすぐったい とうもろこし

59 （棒が）太い （塩）味が薄い （塩）味が薄い 籾殻（もみがら）

60 （箱が）小さい なだらかな（坂道） なだらかな（坂道） 糠（ぬか）

61 （篩の目が）細かい 急な（坂道） 急な（坂道） 恐ろしい

62 （棒が）細い いくら（ものの値段） いくら（ものの値段） うらやましい

63 恐ろしい 青あざ（ができる） 青あざ（ができる） くすぐったい
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甲南大学方言研究会報告 言語地図刊行年別目次（二重線以下 拾Ⅱ 収録） 地図３－２

№ 報 1999 三田 2000 朝神 2001 神崎 2002 飾宍

64 うらやましい 借りる 借りる （塩）味が薄い

65 くすぐったい 返す（返却する） 返す（返却する） なだらかな（坂道）

66 （塩）味が薄い （赤ちゃんを）おんぶする （赤ちゃんを）おんぶする 急な（坂道）

67 なだらかな（坂道） （荷物を背中に）背負う （荷物を背中に）背負う いくら（値段）

68 青あざ（ができる） （片方の肩に荷物を）かける （片方の肩に荷物を）かける 青あざ（ができる）

69 返す（返却する） （材木を一人で）かつぐ （材木を一人で）かつぐ 借りる

70 （赤ちゃんを）おんぶする （天秤棒を）かつぐ （天秤棒を）かつぐ 返す（返却する）

71 （荷物を背中に）背負う （二人で）かつぐ （二人で）かつぐ （赤ちゃんを）おんぶする

72 （片方の肩に荷物を）かける 来なかった 来なかった （荷物を背中に）背負う

73 （材木を一人で）かつぐ 今日は行かない 今日は行かない （片方の肩に荷物を）かける

74 （天秤棒を）かつぐ 「行く」の敬語表現 「行く」の敬語表現 （材木を一人で）かつぐ

75 （二人で）かつぐ 「行った」の敬語表現 「行った」の敬語表現 （天秤棒を）かつぐ

76 来なかった （よい天気）だ （よい天気）だ （二人で）かつぐ

77 行かない （これは何）だ？ （これは何）だ？ 来なかった

78 「行く」の敬語表現 （手紙を）出した（サ行イ音便） （手紙を）出した（サ行イ音便） 行かない

79 「行った」の敬語表現 （雨が降る）から （雨が降る）から 「行く」の敬語表現

80 サ行イ音便（手紙を出イた） 仕事を）しなければ（ならない 仕事を）しなければ（ならない 「行った」の敬語表現

81 （雨が降る）から（行かない） （仕事をしなければ）ならない （仕事をしなければ）ならない （これは何）だ？

82 しなければならない （早く）行けば（よかった） （早く）行けば（よかった） 出した（サ行イ音便）

83 もっと早く）行けば（よかった ガ行鼻濁音（｢鏡」「陰｣） ガ行鼻濁音（｢鏡」「陰｣） （雨が降る）から

84 買物先（非日常品） ２拍名詞のアクセント ２拍名詞のアクセント しなければならない

85 最も似ていることばの意識 昔の買い物圏（非日常品） 昔の買い物圏（非日常品） （早く）行けば（よかった）

86 最も異なることばの意識 最も似ていることばの意識 最も似ていることばの意識 ガ行鼻濁音

87 篠山のことばに対する意識 ２番目に似ていることば ２番目に似ていることば 合拗音［kwa］（｢火事」の音声）

88 多紀郡のことばとの相違意識 ３番目に似ていることば ３番目に似ていることば アクセント体系（２拍名詞）

89 くちびる［唇］ ４番目に似ていることば ４番目に似ていることば アクセント分布：松・低進式

90 くすりゆび［薬指］ 最も異なることばの意識 最も異なっていることば 「無い」のアクセント型

91 蛙の総称 朝来郡と神崎郡ことばの相違 朝来郡と神崎郡ことばの相違 非日常品の買い物先（昔）

92 とのさま蛙 雨蛙 雨蛙 似ていることばの意識順位

93 雷 とのさま蛙 とのさま蛙 夢前町と安富町ことばの相違

94 稲光 蛙の総称 蛙の総称 雨蛙

95 夕立 けちんぼ けちんぼ とのさま蛙

96 太陽 くちびる［唇］ くちびる［唇］ 蛙の総称

97 氷 くすりゆび［薬指］ くすりゆび［薬指］ くちびる［唇］

98 氷柱 おやつ おやつ 雷

99 たんぽぽ ゴミ（屋内） ゴミ（屋内） 稲光

100 たんぽぽの綿毛 雷 雷 氷

101 とうもろこし 稲光 稲光 氷柱

102 いくら（値段） 氷 氷 湯気（御飯・やかん）

103 いくつ（個数） 氷柱 氷柱 すみれ

104 いくつ（年齢） たんぽぽ たんぽぽ たんぽぽ

105 数える（鉛筆） たんぽぽの綿毛 たんぽぽの綿毛 たんぽぽの綿毛

106 数える（お金） すみれ すみれ ゴミ（屋内）

107 散るの進行態 山ぶどう 山ぶどう いくつ（個数）

108 散るの結果態 （箱が）大きい （箱が）大きい （箱が）大きい

109 （よい天気）だ （箱が）小さい （箱が）小さい （箱が）小さい

110 （これは何）だ？ （棒が）太い （棒が）太い （棒が）太い

111 けちんぼ （棒が）細い （棒が）細い （棒が）細い

112 雑巾のゾ （篩の目が）粗い （篩の目が）粗い （篩の目が）粗い

113 税務署のゼ （篩の目が）細かい （篩の目が）細かい （篩の目が）細かい

114 ＪＲのジェ いくつ（個数） いくつ（個数） 数える（鉛筆）

115 いくつ（年齢） いくつ（年齢） 数える（お金）

116 数える（鉛筆） 数える（鉛筆） 散る（アスペクト進行態）

117 数える（お金） 数える（お金） 散る（アスペクト結果態）

118 散る（アスペクト進行態） 湯気（御飯・やかん） （良い天気）だ

119 散る（アスペクト結果態） 雑巾のゾ 雑巾のゾ

120 湯気（御飯・やかん） 税金のゼ 税金のゼ

121 雑巾のゾ ＪＲのジェ ＪＲのジェ

122 税務署のゼ

123 ＪＲのジェ

正誤：『00朝神』：地図 Asako→Asago，地図３凡例中下生野町に編入されたのは SO・S7，地図３凡例右下 Z7 福本 Z8 寺野 Z9 貝野，地図38・
51・52・83の Z9 に・ 記入，地図72の Z9 に ○ 記入，地図76の Z9 に ● 記入，

『02飾宍』：№1：神埼郡→神崎郡，№3ＫＴの位置修正：関連地図中の文字加東郡の「東」の上約 1 cm，№28くるぶし：調査票質問№27
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甲南大学方言研究会報告 グロットグラム刊行年別目次 ＧＧ１－１

№ 報 2003 鳥和 2004 松鳥 2005 姫倉 2006 姫知

1 行政区画・話者年齢分布 行政区画・話者年齢分布 行政区画・話者年齢分布 行政区画・話者年齢分布

2 かまきり かまきり かまきり かまきり

3 かぶとむし（おす） ありじごく（薄羽蜻蛉の幼虫） ありじごく（薄羽蜻蛉の幼虫） ありじごく（薄羽蜻蛉の幼虫）

4 かぶとむし（めす） かぶとむし かぶとむし かぶとむし（雄雌）

5 くわがた（おす） くわがた くわがた くわがた（雄雌）

6 くわがた（めす） あめんぼ あめんぼ 蜘蛛の糸

7 蜘蛛の糸 みずすまし みずすまし めだか

8 ありじごく（薄羽蜻蛉の幼虫） 蜘蛛の糸 蜘蛛の糸 あめんぼ

9 アメンボ なめくじ なめくじ みずすまし

10 ミズスマシ 蛙 蛙 なめくじ

11 ナメクジ おたまじゃくし ひき蛙 かたつむり

12 蛙 ひき蛙 おたまじゃくし かえる（蛙）

13 ひき蛙 めだか めだか おたまじゃくし

14 おたまじゃくし 蛇（総称） 蛇（総称） ひき蛙

15 めだか まむし［蝮］ まむし［蝮］ もぐら［土竜］

16 蛇（総称） 雄牛 もぐら［土竜］ へび

17 まむし［蝮］ 雌牛 雄牛 まむし［蝮］

18 もぐら［土竜］ 仔牛 雌牛 雄牛

19 雄牛 もぐら［土竜］ 仔牛 雌牛

20 雌牛 くちびる［唇］ くちびる［唇］ 仔牛

21 仔牛 ほほ［頬］ ほほ［頬］ くちびる［唇］

22 くちびる［唇］ まゆげ［眉毛］ まゆげ［眉毛］ ほほ［頬］

23 ほほ［頬］ ものもらい ものもらい まゆげ［眉毛］

24 まゆげ［眉毛］ つむじ つむじ ものもらい［麦粒腫］

25 ものもらい くすりゆび［薬指］ くすりゆび［薬指］ つむじ（旋毛）

26 つむじ かかと［踵］ かかと［踵］ かかと［踵］

27 くすりゆび［薬指］ くるぶし［踝］ くるぶし［踝］ くるぶし［踝］

28 かかと［踵］ 咳をする 咳をする くすりゆび［薬指］

29 くるぶし［踝］ おてんば おてんば 咳をする

30 咳をする けちんぼ けちんぼ おてんば

31 おてんば 末っ子 末っ子 末っ子

32 けちんぼ あぐら［胡坐］をかく あぐら［胡坐］をかく あほ・ばか

33 末っ子 正座する 正座 けちんぼ

34 あぐら［胡坐］をかく お手玉（遊び） お手玉（遊び） あぐら［胡坐］をかく

35 正座する お手玉（道具） お手玉（道具） 正座する

36 お手玉（遊び） 片足跳び 片足跳び お手玉（遊び）

37 お手玉（道具） 肩車 肩車 お手玉（道具）

38 片足跳び 竹馬 竹馬 片足跳び

39 肩車 たこ［凧］ たこ［凧］ かたぐるま［肩車］

40 竹馬 じゃんけん じゃんけん 竹馬

41 たこ［凧］ じゃんけんの掛声 じゃんけんの掛声 たこ［凧］

42 じゃんけん おにごっこ あいこ（じゃんけん） じゃんけん

43 じゃんけんの掛声 かくれんぼ 最下位 じゃんけんの掛声

44 おにごっこ おはじき おにごっこ あいこの掛け声

45 かくれんぼ めんこ（カード状） かくれんぼ おやつ

46 おやつ おやつ おはじき おにごっこ

47 おはじき 自転車 めんこ（カード状） かくれんぼ

48 めんこ（カード状） 最下位 おやつ おはじき

49 自転車 しもやけ［霜焼け］ 自転車 めんこ（カード状）

50 最下位 （雨が）ピリピリ（してきた） 夕立 びり（最下位）

51 夕立 夕立 （雨が）ピリピリ（してきた） 自転車

52 （雨が）ピリピリ（してきた） つらら［氷柱］ 氷 夕立

53 氷 氷 つらら［氷柱］ （雨が）ピリピリ（してきた）

54 つらら［氷柱］ 湯気（御飯・やかん） しもやけ［霜焼け］ 氷

55 しもやけ［霜焼け］ 瀬戸物 湯気（御飯・やかん） つらら［氷柱］

56 湯気（御飯・やかん） すりばち［擂り鉢］ すりばち［擂り鉢］ しもやけ［霜焼け］

57 瀬戸物 すりこぎ［擂り粉木］ すりこぎ［擂り粉木］ 湯気（御飯・やかん）

58 すりばち［擂り鉢］ しめなわ［注連縄］ 瀬戸物 すりばち［擂り鉢］

59 すりこぎ［擂り粉木］ 返礼の品 しめなわ［注連縄］ すりこぎ［擂り粉木］

60 しめなわ［注連縄］ ふすま［襖］ 返礼の品 瀬戸物

61 返礼の品 松笠 ふすま［襖］ しめなわ［注連縄］

62 ふすま［襖］ 松の落ち葉 松の落ち葉 返礼の品

63 松笠 松以外の落ち葉 松以外の落ち葉 ふすま［襖］
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甲南大学方言研究会報告 グロットグラム刊行年別目次 ＧＧ１－２

№ 報 2003 鳥和 2004 松鳥 2005 姫倉 2006 姫知

64 松の落ち葉 どくだみ 松笠 太鼓屋台（名称）

65 落ち葉 彼岸花 どくだみ 太鼓屋台（屋根の形状）

66 どくだみ 桑の実 彼岸花 どくだみ

67 彼岸花 ゴミ（川や用水路） 桑の実 松笠

68 桑の実 つくし［土筆］ つくし［土筆］ 松落ち葉

69 つくし［土筆］ すぎな すぎな 松以外の落ち葉

70 すぎな かぼちゃ ゴミ（川や用水路） ゴミ（川や用水路）

71 ゴミ（川や用水路） とうもろこし 山ぶどう 彼岸花

72 山ぶどう じゃがいも かぼちゃ 桑の実

73 かぼちゃ 山ぶどう じゃがいも 山ぶどう

74 じゃがいも きのこ（総称） とうもろこし つくし［土筆］

75 とうもろこし とげ［棘］（材木・バラ） きのこ（総称） すぎな

76 きのこ（総称） 籾殻（もみがら） とげ［棘］（材木・バラ） かぼちゃ

77 とげ［棘］（材木・バラ） 糠（ぬか） 籾殻（もみがら） じゃがいも

78 籾殻（もみがら） 米櫃（こめびつ） 糠（ぬか） どうもろこし

79 糠（ぬか） クボ（田を数える単位） 米櫃（こめびつ） きのこ（総称）

80 米櫃（こめびつ） （箱が）大きい （米が）無くなった（消費） とげ［棘］（材木・バラ）

81 田 （箱が）小さい きな臭い 米櫃（こめびつ）

82 （箱が）大きい （棒が）太い （箱が）大きい 籾殻（もみがら）

83 （箱が）小さい （棒が）細い （箱が）小さい 糠（ぬか）

84 （棒が）太い （篩の目が）粗い （棒が）太い （箱が）大きい

85 （棒が）細い （篩の目が）細かい （棒が）細い （箱が）小さい

86 （篩の目が）粗い きな臭い （篩の目が）粗い （棒が）太い

87 （篩の目が）細かい 黄色い （篩の目が）細かい （棒が）細い

88 きな臭い うらやましい 黄色い （篩の目が）粗い

89 黄色い まぶしい びっくりする （篩の目が）細かい

90 びっくりする くすぐったい おそろしい （米が）無くなった（消費）

91 おそろしい おそろしい うらやましい きな臭い

92 うらやましい びっくりする まぶしい びっくりする

93 まぶしい （塩味が）薄い くすぐったい 恐ろしい

94 くすぐったい なだらかな（坂道） なだらかな（坂道） うらやましい

95 （塩）味が薄い 急な（坂道） 急な（坂道） まぶしい

96 なだらかな（坂道） いくつ（個数） （塩味が）薄い くすぐったい

97 急な（坂道） いくつ（年齢） いくら（値段） （塩味が）薄い

98 いくら（値段） いくら（値段） いくつ（個数） 緩やかな（坂道）

99 いくつ（個数） 青あざ（ができる） いくつ（年齢） 急な（坂道）

100 明明後日 あさっての翌日 あさっての翌日 青あざ（ができる）

101 明明明後日 あさっての翌々日 あさっての翌々日 いくら（値段）

102 青あざ（ができる） 借りる 青あざ（ができる） いくつ（個数）

103 借りる 貸す 借りる いくつ（年齢）

104 貸す 返す（返却する） 貸す あさっての翌日

105 返す（返却する） （プレゼントを）くれる 返す（返却する） あさっての翌々日

106 （プレゼントを）くれる 食べている進行態 （プレゼントを）くれる 借りる

107 （ゴミを）捨てる 食べている結果態 （ゴミを）捨てる 貸す

108 食べている進行態 アスペクト進行・結果の区別 ～てください 返す（返却する）

109 食べている結果態 （ゴミを）捨てる （赤ちゃんを）おんぶする （プレゼントを）くれる

110 （赤ちゃんを）おんぶする （赤ちゃんを）おんぶする （荷物を背中に）背負う （ゴミを）捨てる

111 （荷物を背中に）背負う （荷物を背中に）背負う （片方の肩に荷物を）かける （ボールを）投げる

112 （片方の肩に荷物を）かける （片方の肩に荷物を）かける （材木を一人で）かつぐ 食べている進行態

113 （材木を一人で）かつぐ （材木を一人で）かつぐ （天秤棒を）かつぐ 食べている結果態

114 （天秤棒を）かつぐ （天秤棒を）かつぐ （二人で）かつぐ アスペクト進行と結果の区別

115 （二人で）かつぐ （二人で）かつぐ アスペクト進行と結果の区別 （赤ちゃんを）おんぶする

116 来ない 来ない 食べている進行態 （荷物を背中に）背負う

117 来なかった 来なかった 食べている結果態 （片方の肩に荷物を）かける

118 「行く」の敬語表現 「行く」の敬語表現 果態来ない （材木を一人で）かつぐ

119 「行った」の敬語表現 「行った」の敬語表現 来なかった （天秤棒を）かつぐ

120 ～でしょう？（確認要求） やっぱり（雨だろう） 「行く」の敬語表現 （二人で）かつぐ

121 やっぱり（雨だろう） （やっぱり雨）だろう 「行った」の敬語表現 （楽しい）から

122 （やっぱり雨）だろう 楽しい（から） やっぱり（雨だろう） 来ない

123 （あれが富士山）だ！ （楽しい）から （やっぱり雨）だろう 来なかった

124 カラ（山カラ＝山で） だから（言ったじゃないか） ～でしょう？（確認要求） 「行く」の敬語表現

125 （雨が降る）から行くのは～ （だから言った）じゃないか （太陽）だ！ 「行った」の敬語表現

126 だから（言ったじゃないか） （あっ，大山）だ！ 楽しい（から） やっぱり（雨だろう）
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甲南大学方言研究会報告 グロットグラム刊行年別目次 ＧＧ１－３

№ 報 2003 鳥和 2004 松鳥 2005 姫倉 2006 姫知

127 （だから言った）じゃないか 行けば（仮定表現） （楽しい）から （やっぱり雨）だろう

128 しなければ（ならない） しなければ（ならない） だから（言ったじゃないか） だから（言ったじゃないか）

129 （しなければ）ならない （しなければ）ならない （だから言った）じゃないか （だから言った）じゃないか

130 行けば カラ（山カラ＝山で） しなければ（ならない） しなければ（ならない）

131 とても（むずかしい） とても（むずかしい） （しなければ）ならない （しなければ）ならない

132 （とても）むずかしい （とても）むずかしい 行けば（よかった） しなければならない

133 （毛虫は）気味が悪い （毛虫は）気味が悪い カラ（山カラ＝山で） （太陽）だ！

134 わからなく（なる） わからなく（なる） とても（むずかしい） 行けば（よかった）

135 腹が立つ ～でしょう？（確認要求） （とても）むずかしい カラ（山カラ＝山で）

136 片づける 借りた （毛虫は）気味が悪い とても（むずかしい）

137 借りた 買った わからなく（なる） （とても）むずかしい

138 買った （手紙を）出した 腹が立つ （毛虫は）気味が悪い

139 （手紙を）出した 行った（促音便） いけない（禁止） わからなく（なる）

140 行った（促音便） 帰る（よ） 買った ～でしょう？（確認要求）

141 帰る（よ） （帰る）よ 借りた 腹が立つ

142 （帰る）よ 腹が立つ カッタの意味 借りた

143 （テレビの値段は）高くない 片づける 片づける 買った

144 起きよう（意志） （テレビの値段は）高くない （手紙を）出した 「カッタ」の意味

145 ＪＲの「ジェ」 起きよう（意志） 行った（促音便） （おもちゃを）片付ける

146 非日常品の買い物先 税金の「ゼ」 帰る（よ） いけないよ（禁止）

147 近隣で似ていると思う方言 ＪＲの「ジェ」 （帰る）よ 出した

148 ことばの親近感東京か関西か 非日常品の買い物先 （テレビの値段は）高くない 行った（促音便）

149 話者生年・調査年・調査担当者 近隣で似ていると思う方言 起きよう（意志） （テレビの値段は）高くない

150 ことばの親近感東京か関西か 税金の「ゼ」 帰る（よ）

151 松江－和田山：行政区画 ＪＲの「ジェ」 （帰る）よ

152 松江－和田山：ふすま［襖］ 助詞の融合（鳥を） 起きよう（意志）

153 松江－和田山：おそろしい 非日常品の買い物 先鳥を（助詞の融合）

154 松江－和田山：いくつ（個数） 近隣で似ていると思う方言 税金の「ゼ」

155 松江－和田山：いくつ（年齢） ことばの親近感東京か関西か ＪＲの「ジェ」

156 松江－和田山：いくら（値段） 話者生年・調査年・調査担当者 買物先（非日常品）

157 松江－和田山：行った 近隣で似ていると思う方言

158 松江－和田山：食べている進行 ことばの親近感東京か関西か

159 松江－和田山：食べている結果 話者生年・調査年・調査担当者

160 松江－和田山：アスペクト区別

161 松江－和田山：～から（原因）

162 松江－和田山：～じゃないか！

163 松江－和田山：～でしょう?

164 松江－和田山：腹が立つ

165 松江－和田山：来ない

166 話者生年・調査年・調査担当者

『2003 鳥和』正誤 『2004 松鳥』正誤 『2005 姫倉』正誤 『2006 姫知』正誤

目次：122あれが富士山だ №1・151：東伯郡青谷町 まえがき �３行 №149 高くない

→133あれが富士山だ → 気高郡青谷町 『兵庫岡山研究 凡例欄上段中央

→ 『兵庫岡山県境 ■ → ■
*関連地図№に多くの修正箇所 №1図 東伯郡と気高郡の郡境

があるが省略する は泊と青谷の間 №125 「行った」の敬語表現

上夜久野・高年層・

№164 松江～安来 女性と凡例欄

低年層・中年層の符号 ■ → ▼

位置

→それぞれ No.165の符号

位置が正しい

№165 下欄外「生年」

→No.164のものが正しい
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甲南大学方言研究会報告 グロットグラム刊行年別目次 ＧＧ２－１

№ 報 2007 姫山 2008 石山 2009 姫鳥 2010 京和

1 行政区画・話者年齢分布 行政区画・話者年齢分布 行政区画・話者年齢分布 行政区画・話者年齢分布

2 かまきり かまきり かまきり かまきり

3 蜘蛛の糸 ありじごく（薄羽蜻蛉の幼虫） ありじごく（薄羽蜻蛉の幼虫） ありじごく（薄羽蜻蛉の幼虫）

4 かぶとむし（雄雌） かぶとむし（雄雌） かぶとむし（雄雌） かぶとむし（雄）

5 くわがた（雄雌） くわがた（雄雌） くわがた（雄雌） かぶとむし（雌）

6 あめんぼ あめんぼ あめんぼ くわがた（雄）

7 みずすまし みずすまし みずすまし くわがた（雌）

8 なめくじ なめくじ なめくじ あめんぼ

9 かたつむり かたつむり かたつむり みずすまし

10 ありじごく（薄羽蜻蛉の幼虫） かえる（蛙） かえる［蛙］ なめくじ

11 かえる（蛙） おたまじゃくし おたまじゃくし かたつむり

12 ひき蛙 ひき蛙 ひき蛙 かえる（蛙）

13 おたまじゃくし 蜘蛛の巣 蜘蛛の糸 ひき蛙

14 めだか へび へび おたまじゃくし

15 もぐら［土竜］ まむし［蝮］ まむし［蝮］ めだか

16 へび めだか めだか へび

17 まむし［蝮］ もぐら［土竜］ もぐら［土竜］ まむし［蝮］

18 雄牛 雄牛 雄牛 蜘蛛の糸

19 雌牛 雌牛 雌牛 もぐら［土竜］

20 仔牛 仔牛 仔牛 雄牛

21 くちびる［唇］ くちびる［唇］ くちびる［唇］ 雌牛

22 ほほ［頬］ ほほ［頬］ ものもらい［麦粒腫］ 仔牛

23 まゆ（眉） まゆ（眉） まゆげ［眉毛］ くちびる［唇］

24 ものもらい［麦粒腫］ ものもらい［麦粒腫］ ほほ［頬］ ほほ［頬］

25 つむじ（旋毛） つむじ（旋毛） つむじ［旋毛］ まゆげ［眉毛］

26 くすりゆび［薬指］ かかと［踵］ かかと［踵］ ものもらい

27 かかと［踵］ くるぶし［踝］ くるぶし［踝］ つむじ

28 くるぶし［踝］ くすりゆび［薬指］ くすりゆび［薬指］ かかと［踵］

29 咳をする おてんば 末っ子（総称・男女別） くるぶし［踝］

30 おてんば けちんぼ おてんば くすりゆび［薬指］

31 けちんぼ 末っ子（総称・男女別） けちんぼ 咳をする

32 末っ子（総称・男女別） あぐら［胡坐］をかく あぐら［胡坐］をかく おてんば

33 あほ・ばか 正座する 正座する けちんぼ

34 あぐら［胡坐］をかく 咳をする 咳をする 末っ子（総称・男女別）

35 正座する 片足跳び 片足跳び あほ・ばか

36 お手玉（遊び） お手玉（遊び） お手玉（遊び） あぐら［胡坐］をかく

37 お手玉（道具） お手玉（道具） お手玉（道具） 正座する

38 片足跳び オジャミの意味 かたぐるま［肩車］ お手玉（遊び）

39 かたぐるま［肩車］ かたぐるま［肩車］ 竹馬 お手玉（道具）

40 竹馬 竹馬 じゃんけん 片足跳び

41 たこ［凧］ たこ［凧］ じゃんけんの掛声 かたぐるま［肩車］

42 じゃんけん じゃんけん あいこの掛け声 竹馬

43 じゃんけんの掛声 じゃんけんの掛声 おやつ たこ［凧］

44 あいこの掛け声 あいこの掛け声 おにごっこ じゃんけん

45 おやつ おやつ かくれんぼ じゃんけんの掛け声

46 おにごっこ おにごっこ おはじき あいこの掛け声

47 かくれんぼ かくれんぼ めんこ（カード状） おやつ

48 おはじき おはじき びり（最下位） おにごっこ

49 めんこ（カード状） めんこ（カード状） たこ［凧］ かくれんぼ

50 自転車 自転車 自転車 おはじき

51 びり（最下位） びり（最下位） ふすま［襖］ めんこ（カード状）

52 夕立 夕立 夕立 びり

53 （雨が）ピリピリ（してきた） （雨が）ピリピリ（してきた） 青あざ（ができる）

54 氷 氷 氷 自転車

55 つらら［氷柱］ つらら［氷柱］ つらら［氷柱］ 夕立

56 しもやけ［霜焼け］ しもやけ［霜焼け］ しもやけ［霜焼け］ 氷

57 湯気（御飯・やかん） 湯気（御飯・やかん） 湯気（御飯・やかん） つらら［氷柱］

58 瀬戸物 瀬戸物 瀬戸物 しもやけ［霜焼け］

59 しめなわ［注連縄］ しめなわ［注連縄］ しめなわ［注連縄］ （雨が）ピリピリ（してきた）

60 すりばち［擂り鉢］ すりばち［擂り鉢］ すりばち［擂り鉢］ 湯気（御飯・やかん）

61 すりこぎ［擂り粉木］ すりこぎ［擂り粉木］ すりこぎ［擂り粉木］ 瀬戸物

62 返礼の品 返礼の品 返礼の品 すりばち［擂り鉢］

63 ふすま［襖］ ふすま［襖］ 松笠 すりこぎ［擂り粉木］
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甲南大学方言研究会報告 グロットグラム刊行年別目次 ＧＧ２－２

№ 報 2007 姫山 2008 石山 2009 姫鳥 2010 京和

64 どくだみ 松落ち葉 松落ち葉 しめなわ［注連縄］

65 松笠 松以外の落ち葉 松以外の落ち葉 返礼の品

66 松落ち葉 松笠 ゴミ（川や用水路） ふすま［襖］

67 松以外の落ち葉 どくだみ 彼岸花 松笠

68 彼岸花 彼岸花 桑の実 松落ち葉

69 桑の実 桑の実 どくだみ 松以外の落ち葉

70 つくし［土筆］ つくし［土筆］ つくし［土筆］ どくだみ

71 すぎな すぎな すぎな 彼岸花

72 ゴミ（川や用水路） ゴミ（川や用水路） かぼちゃ 桑の実

73 山ぶどう 山ぶどう とうもろこし ゴミ（川など）

74 かぼちゃ かぼちゃ 山ぶどう つくし［土筆］

75 じゃがいも じゃがいも じゃがいも すぎな

76 とうもろこし とうもろこし きのこ（総称） 山ぶどう

77 きのこ（総称） きのこ（総称） とげ［棘］（材木・バラ） かぼちゃ

78 籾殻（もみがら） とげ［棘］（材木・バラ） 籾殻（もみがら） じゃがいも

79 糠（ぬか） 米櫃（こめびつ） 糠（ぬか） とうもろこし

80 米櫃（こめびつ） 籾殻（もみがら） 米櫃（こめびつ） きのこ（総称）

81 とげ［棘］（材木・バラ） 糠（ぬか） ミテタ（無くなった） とげ［棘］（材木・バラ）

82 （箱が）大きい きな臭い びっくりする 籾殻（もみがら）

83 （箱が）小さい 恐ろしい 恐ろしい 糠（ぬか）

84 （棒が）太い うらやましい うらやましい 米櫃（こめびつ）

85 （棒が）細い まぶしい まぶしい （米が）無くなった（消費）

86 （篩の目が）粗い くすぐったい くすぐったい （おいしいお米）ドス

87 （篩の目が）細かい （塩）味が薄い （塩味が）薄い （おいし）オス

88 無くなった （箱が）大きい （箱が）大きい （箱が）大きい

89 きな臭い （箱が）小さい （箱が）小さい （箱が）小さい

90 びっくりする （棒が）太い （棒が）太い （棒が）太い

91 恐ろしい （棒が）細い （棒が）細い （棒が）細い

92 うらやましい （篩の目が）粗い （篩の目が）粗い （篩の目が）粗い

93 まぶしい （篩の目が）細かい （篩の目が）細かい （篩の目が）細かい

94 くすぐったい （駅）ダニカン きな臭い きな臭い

95 （塩）味が薄い （待っ）タニカン 黄色 いやめヨシ（やめなさい）

96 なだらかな（坂道） （大丈夫）ダー？ なだらかな（坂道） びっくりする

97 急な（坂道） びっくりする 急な（坂道） 恐ろしい

98 いくら（値段） なだらかな（坂道） ～ツカーサイ うらやましい

99 いくつ（個数） 急な（坂道） いくら（値段） まぶしい

100 いくつ（年齢） 青あざ（ができる） いくつ（個数） くすぐったい

101 青あざ（ができる） いくら（値段） いくつ（年齢） （塩）味が薄い

102 あさっての翌日 いくつ（個数） あさっての翌日 緩やかな（坂道）

103 あさっての翌々日 いくつ（年齢） あさっての翌々日 急な（坂道）

104 借りる あさっての翌日 借りる あさっての翌日

105 貸す あさっての翌々日 貸す あさっての翌々日

106 返す（返却する） 借りる 返す（返却する） いくら（値段）

107 アスペクト進行と結果の区別 貸す （プレゼントを）くれる いくつ（個数）

108 食べている進行態 返す（返却する） （ゴミを）捨てる いくつ（年齢）

109 食べている結果態 （プレゼントを）くれる アスペクト進行と結果の区別 アスペクト進行と結果の区別

110 （プレゼントを）くれる （ゴミを）捨てる 食べている進行態 食べている進行態

111 ツカーサイ アスペクト進行と結果の区別 食べている結果態 食べている結果態

112 （ゴミを）捨てる 食べている進行態 （赤ちゃんを）おんぶする 借りる

113 （ボールを）投げる 食べている結果態 （荷物を背中に）背負う 返す（返却する）

114 （赤ちゃんを）おんぶする （赤ちゃんを）おんぶする （片方の肩に荷物を）かける 貸す

115 （荷物を背中に）背負う （荷物を背中に）背負う （材木を一人で）かつぐ （プレゼントを）くれる

116 （片方の肩に荷物を）かける （片方の肩に荷物を）かける （天秤棒を）かつぐ （ゴミを）捨てる

117 （材木を一人で）かつぐ （材木を一人で）かつぐ （二人で）かつぐ （ボールを）投げる

118 （天秤棒を）かつぐ （天秤棒を）かつぐ 来ない （赤ちゃんを）おんぶする

119 （二人で）かつぐ （二人で）かつぐ 来なかった （荷物を背中に）背負う

120 来ない 来ない 「行く」の敬語表現 （片方の肩に荷物を）かける

121 来なかった 来なかった 「行った」の敬語表現 （材木を一人で）かつぐ

122 「行く」の敬語表現 「コラン（来ない）」の使用 やっぱり（雨だろう） （天秤棒を）かつぐ

123 「行った」の敬語表現 「行く」の敬語表現 （やっぱり雨）だろう （二人で）かつぐ

124 やっぱり（雨だろう） 「行った」の敬語表現 だから（言ったじゃないか） 来ない

125 （やっぱり雨）だろう やっぱり（雨だろう） （だから言った）じゃないか 来なかった

126 だから（言ったじゃないか） （やっぱり雨）だろう （楽しい）から 「行く」の敬語表現
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甲南大学方言研究会報告 グロットグラム刊行年別目次 ＧＧ２－３

№ 報 2007 姫山 2008 石山 2009 姫鳥 2010 京和

127 （だから言った）じゃないか （楽しい）から （太陽）だ！ 「行った」の敬語表現

128 （太陽）だ！ （太陽）だ！ しなければ（ならない） やっぱり（～だろう）

129 （楽しい）から だから（言ったじゃないか） （しなければ）ならない （やっぱり～）だろう

130 いけないよ（禁止） （だから言った）じゃないか しなければならない （太陽）だ！

131 しなければならない しなければ（ならない） 行けば（よかった） （楽しい）から

132 しなければ（ならない） （しなければ）ならない とても（むずかしい） だから（言ったじゃないか）

133 （しなければ）ならない しなければならない （とても）むずかしい （だから言った）じゃないか

134 行けば（よかった） 行けば（よかった） カラ（山カラ＝山で） 行けば

135 カラ（山カラ＝山で） とても（むずかしい） （毛虫は）気味が悪い しなければならない

136 とても（むずかしい） （とても）むずかしい わからなく（なる） しなければ（ならない）

137 （とても）むずかしい カラ（山カラ＝山で） 青あざ（ができる） （しなければ）ならない

138 （毛虫は）気味が悪い （毛虫は）気味が悪い 腹が立つ とても（むずかしい）

139 わからなく（なる） わからなく（なる） （おもちゃを）片付ける （とても）むずかしい

140 ～でしょう？（確認要求） ～でしょう？（確認要求） 借りた カラ（山カラ＝山で）

141 腹が立つ 腹が立つ 買った 気持ちが悪い

142 （おもちゃを）片付ける （おもちゃを）片付ける 出した わからなく（なる）

143 （テレビの値段は）高くない 借りた 行った（促音便） （テレビの値段は）高くない

144 借りた 買った 帰る（よ） いけないよ

145 買った 出した （帰る）よ ～でしょう？（確認要求）

146 出した 行った（促音便） いけないよ（禁止） 腹が立つ

147 行った（促音便） 帰る（よ） （テレビの値段は）高くない （おもちゃを）片付ける

148 帰る（よ） （帰る）よ ～でしょう？（確認要求） 借りた

149 （帰る）よ いけないよ（禁止） 起きよう（意志） 買った

150 起きよう（意志） （テレビの値段は）高くない 税金の「ゼ」 出した

151 鳥を（助詞の融合） 起きよう（意志） ＪＲの「ジェ」 行った

152 税金の「ゼ」 税金の「ゼ」 鳥を（助詞の融合） 帰る

153 ＪＲの「ジェ」 ＪＲの「ジェ」 非日常品の買い物先 ～よ

154 非日常品の買い物先 非日常品の買物先 近隣で似ていると思う方言 起きよう（意志）

155 近隣で似ていると思う方言 近隣で似ていると思う方言 ことばの親近感東京か関西か 鳥を（助詞の融合）

156 ことばの親近感東京か関西か ことばの親近感東京か関西か 話者生年・調査年・調査担当者 税金の「ゼ」

157 話者生年・調査年・調査担当者 話者生年・調査年・調査担当者 ＪＲの「ジェ」

158 非日常品の買い物先

159 近隣で似ていると思う方言

160 ことばの親近感東京か関西か

161 話者生年・調査年・調査担当者

『2007 姫福』

注意事項：未調査の話者

伊部：低女

備前福河：低男

天和：中男

天和：低男

天和：中女

正誤

まえがき

御南公民館

→ 御南西公民館

加東公民館

→ 旭東公民館

№88 里庄中年層男性

→ ×をすべて削除して

枠内最下段に ｎ

164p. 頁左上 ｊん

→ 削除
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甲南大学方言研究会報告 グロットグラム刊行年別目次 ＧＧ３－１

№ 報 2011 広岡 2012 姫加 2013 姫新 2014 松岡

1 行政区画・話者年齢分布 行政区画・話者年齢分布 行政区画・話者年齢分布 行政区画・話者年齢分布

2 かまきり かまきり かまきり かまきり

3 ありじごく（薄羽蜻蛉の幼虫） ありじごく（薄羽蜻蛉の幼虫） ありじごく（薄羽蜻蛉の幼虫） ありじごく（薄羽蜻蛉の幼虫）

4 かぶとむし（雄・雌） かぶとむし（雄・雌） かぶとむし（雄・雌） かぶとむし（雄・雌）

5 くわがた（雄・雌） くわがた（雄・雌） くわがた（雄・雌） くわがた（雄・雌）

6 あめんぼ あめんぼ あめんぼ あめんぼ

7 みずすまし みずすまし みずすまし みずすまし

8 なめくじ なめくじ なめくじ なめくじ

9 かたつむり かたつむり かたつむり かたつむり

10 かえる［蛙］ かえる［蛙］ かえる［蛙］ かえる［蛙］

11 ひき蛙 ひき蛙 ひき蛙 ひき蛙

12 おたまじゃくし おたまじゃくし おたまじゃくし おたまじゃくし

13 めだか めだか めだか めだか

14 蛇（総称） 蛇（総称） 蛇（総称） 蛇（総称）

15 まむし［蝮］ まむし［蝮］ まむし［蝮］ まむし［蝮］

16 蜘蛛の糸 蜘蛛の糸 蜘蛛の糸 蜘蛛の糸

17 もぐら［土竜］ もぐら［土竜］ もぐら［土竜］ もぐら［土竜］

18 雄牛 雄牛 雄牛 雄牛

19 雌牛 雌牛 雌牛 雌牛

20 仔牛 仔牛 仔牛 仔牛

21 くちびる［唇］ くちびる［唇］ くちびる［唇］ くちびる［唇］

22 ほほ［頬］ ほほ［頬］ ほほ［頬］ ほほ［頬］

23 まゆげ［眉毛］ まゆげ［眉毛］ まゆげ［眉毛］ まゆげ［眉毛］

24 ものもらい［麦粒腫］ ものもらい［麦粒腫］ ものもらい［麦粒腫］ ものもらい［麦粒腫］

25 つむじ［旋毛］ つむじ［旋毛］ つむじ［旋毛］ つむじ［旋毛］

26 かかと［踵］ かかと［踵］ かかと［踵］ かかと［踵］

27 くるぶし［踝］ くるぶし［踝］ くるぶし［踝］ くるぶし［踝］

28 くすりゆび［薬指］ くすりゆび［薬指］ くすりゆび［薬指］ くすりゆび［薬指］

29 咳をする 咳をする 咳をする 咳をする

30 おてんば おてんば おてんば おてんば

31 けちんぼ けちんぼ 末っ子（総称・男女別） 末っ子（総称・男女別）

32 末っ子（総称・男女別） 末っ子（総称・男女別） けちんぼ けちんぼ

33 あほ・ばか あほ・ばか あほ・ばか あほ・ばか

34 あぐら［胡坐］をかく あぐら［胡坐］をかく あぐら［胡坐］をかく あぐら［胡坐］をかく

35 正座する 正座する 正座する 正座する

36 お手玉（遊び） お手玉（遊び） お手玉（遊び） お手玉（遊び）

37 お手玉（道具） お手玉（道具） お手玉（道具） お手玉（道具）

38 片足跳び 片足跳び 片足跳び 片足跳び

39 かたぐるま［肩車］ かたぐるま［肩車］ かたぐるま［肩車］ かたぐるま［肩車］

40 竹馬 竹馬 竹馬 竹馬

41 たこ［凧］ たこ［凧］ たこ［凧］ たこ［凧］

42 じゃんけん じゃんけん じゃんけん じゃんけん

43 じゃんけんの掛け声 じゃんけんの掛け声 じゃんけんの掛け声 じゃんけんの掛け声

44 あいこの掛け声 あいこの掛け声 あいこの掛け声 あいこの掛け声

45 おやつ おやつ おやつ おやつ

46 おにごっこ おにごっこ おにごっこ おにごっこ

47 かくれんぼ かくれんぼ かくれんぼ かくれんぼ

48 おはじき おはじき おはじき おはじき

49 めんこ（カード状） めんこ（カード状） めんこ（カード状） めんこ（カード状）

50 びり（最下位） びり（最下位） びり（最下位） びり（最下位）

51 青あざ（ができる） 青あざ（ができる） 青あざ（ができる） 青あざ（ができる）

52 自転車 自転車 自転車 自転車

53 夕立 夕立 夕立 夕立

54 氷 氷 氷 氷

55 つらら［氷柱］ つらら［氷柱］ つらら［氷柱］ つらら［氷柱］

56 しもやけ［霜焼け］ しもやけ［霜焼け］ しもやけ［霜焼け］ しもやけ［霜焼け］

57 （雨が）ピリピリ（してきた） （雨が）ピリピリ（してきた） （雨が）ピリピリ（してきた） （雨が）ピリピリ（してきた）

58 湯気（御飯・やかん） 湯気（御飯・やかん） 湯気（御飯・やかん） 湯気（御飯・やかん）

59 瀬戸物 瀬戸物 瀬戸物 瀬戸物

60 すりばち［擂り鉢］ すりばち［擂り鉢］ すりばち［擂り鉢］ すりばち［擂り鉢］

61 すりこぎ［擂り粉木］ すりこぎ［擂り粉木］ すりこぎ［擂り粉木］ すりこぎ［擂り粉木］

62 しめなわ［注連縄］ ふすま［襖］ ふすま［襖］ ふすま［襖］

63 返礼の品 返礼の品 返礼の品 返礼の品
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甲南大学方言研究会報告 グロットグラム刊行年別目次 ＧＧ３－２

№ 報 2011 広岡 2012 姫加 2013 姫新 2014 松岡

64 ふすま［襖］ 祭りの太鼓屋台の名称 松落ち葉 松落ち葉

65 松笠 祭りの太鼓屋台の形状 松以外の落ち葉 松以外の落ち葉

66 松落ち葉 祭りの有無 松笠 松笠

67 松以外の落ち葉 しめなわ［注連縄］ しめなわ［注連縄］ しめなわ［注連縄］

68 どくだみ 松落ち葉 桑の実 桑の実

69 彼岸花 松以外の落ち葉 「フナメ色」の使用 「フナメ色」の使用

70 桑の実 松笠 どくだみ どくだみ

71 ゴミ（川や用水路） どくだみ 彼岸花 彼岸花

72 つくし［土筆］ 桑の実 つくし［土筆］ つくし［土筆］

73 すぎな 「フナメ色」の使用 すぎな すぎな

74 山ぶどう 彼岸花 山ぶどう 山ぶどう

75 かぼちゃ ゴミ（川や用水路） ゴミ（川や用水路） ゴミ（川や用水路）

76 じゃがいも つくし［土筆］ じゃがいも じゃがいも

77 とうもろこし すぎな キンカアタマ（禿頭） キンカアタマ（禿頭）

78 とげ［棘］（材木） 山ぶどう とうもろこし とうもろこし

79 どげ［棘］（バラ） かぼちゃ かぼちゃ かぼちゃ

80 きのこ（総称） じゃがいも とげ［棘］（材木） とげ［棘］（材木）

81 米櫃（こめびつ） とうもろこし どげ［棘］（バラ） どげ［棘］（バラ）

82 籾殻（もみがら） とげ［棘］（材木） きのこ（総称） きのこ（総称）

83 糠（ぬか） どげ［棘］（バラ） 米櫃（こめびつ） 米櫃（こめびつ）

84 （箱が）大きい きのこ（総称） 籾殻（もみがら） 籾殻（もみがら）

85 （箱が）小さい 米櫃（こめびつ） 糠（ぬか） 糠（ぬか）

86 （棒が）太い 籾殻（もみがら） （米が）無くなった（消費） （米が）無くなった（消費）

87 （棒が）細い 糠（ぬか） 恐ろしい 恐ろしい

88 （網目が）粗い （箱が）大きい うらやましい うらやましい

89 （網目が）細かい （箱が）小さい きな臭い きな臭い

90 きな臭い （棒が）太い （箱が）大きい （箱が）大きい

91 （米が）無くなった（消費） （棒が）細い （箱が）小さい （箱が）小さい

92 びっくりする （網目が）粗い （棒が）太い （棒が）太い

93 恐ろしい （網目が）細かい （棒が）細い （棒が）細い

94 うらやましい きな臭い （網目が）粗い （網目が）粗い

95 まぶしい （米が）無くなった（消費） （網目が）細かい （網目が）細かい

96 くすぐったい びっくりする 緩やかな（坂道） 緩やかな（坂道）

97 （塩味が）薄い 恐ろしい 急な（坂道） 急な（坂道）

98 緩やかな（坂道） うらやましい （塩味が）薄い （塩味が）薄い

99 急な（坂道） まぶしい まぶしい まぶしい

100 あさっての翌日 くすぐったい くすぐったい くすぐったい

101 あさっての翌々日 （塩味が）薄い アスペクト進行と結果の区別 アスペクト進行と結果の区別

102 いくら（値段） 緩やかな（坂道） 食べている進行態 食べている進行態

103 いくつ（個数） 急な（坂道） 食べている結果態 食べている結果態

104 いくつ（年齢） あさっての翌日 あさっての翌日 あさっての翌日

105 アスペクト進行と結果の区別 あさっての翌々日 あさっての翌々日 あさっての翌々日

106 食べている進行態 いくら（値段） いくら（値段） いくら（値段）

107 食べている結果態 いくつ（個数） いくつ（個数） いくつ（個数）

108 借りる いくつ（年齢） いくつ（年齢） いくつ（年齢）

109 返す（返却する） アスペクト進行と結果の区別 びっくりする びっくりする

110 貸す 食べている進行態 借りる 借りる

111 （プレゼントを）くれる 食べている結果態 返す（返却する） 返す（返却する）

112 （ゴミを）捨てる 借りる 貸す 貸す

113 （ボールを）投げる 返す（返却する） （プレゼントを）くれる （プレゼントを）くれる

114 （赤ちゃんを）おんぶする 貸す （ゴミを）捨てる （ゴミを）捨てる

115 （荷物を背中に）背負う （プレゼントを）くれる （ボールを）投げる （ボールを）投げる

116 （片方の肩に荷物を）かける （ゴミを）捨てる （赤ちゃんを）おんぶする （赤ちゃんを）おんぶする

117 （材木を一人で）かつぐ （ボールを）投げる （荷物を背中に）背負う （荷物を背中に）背負う

118 （天秤棒を）かつぐ （赤ちゃんを）おんぶする （片方の肩に荷物を）かける （片方の肩に荷物を）かける

119 （二人で）かつぐ （荷物を背中に）背負う （材木を一人で）かつぐ （材木を一人で）かつぐ

120 来ない （片方の肩に荷物を）かける （天秤棒を）かつぐ （天秤棒を）かつぐ

121 来なかった （材木を一人で）かつぐ （二人で）かつぐ （二人で）かつぐ

122 「行く」の敬語表現 （天秤棒を）かつぐ 腹が立つ 腹が立つ

123 「行った」の敬語表現 （二人で）かつぐ （おもちゃを）片付ける （おもちゃを）片付ける

124 やっぱり（雨だろう） 来ない 来ない 来ない

125 （やっぱり雨）だろう 来なかった 来なかった 来なかった

126 （太陽）だ！ 「行く」の敬語表現 「行く」の敬語表現 「行く」の敬語表現
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甲南大学方言研究会報告 グロットグラム刊行年別目次 ＧＧ３－３

№ 報 2011 広岡 2012 姫加 2013 姫新 2014 松岡

127 （楽しい）から 「行った」の敬語表現 「行った」の敬語表現 「行った」の敬語表現

128 だから（言ったじゃないか） やっぱり（雨だろう） やっぱり（雨だろう） やっぱり（雨だろう）

129 （だから言った）じゃないか （やっぱり雨）だろう （やっぱり雨）だろう （やっぱり雨）だろう

130 行けば（よかった） （楽しい）から （楽しい）から （楽しい）から

131 しなければならない カラ（山カラ＝山で） カラ（山カラ＝山で） カラ（山カラ＝山で）

132 しなければ（ならない） （太陽）だ！ だから（言ったじゃないか） だから（言ったじゃないか））

133 （しなければ）ならない 行けば（よかった） （だから言った）じゃないか （だから言った）じゃないか

134 いけないよ（禁止・命令） だから（言ったじゃないか） （太陽）だ！ （太陽）だ！

135 ツカーサイの使用 （だから言った）じゃないか しなければならない しなければならない

136 とても（むずかしい） しなければならない しなければ（ならない） しなければ（ならない）

137 （とても）むずかしい いけない（よ）（禁止） （しなければ）ならない （しなければ）ならない

138 カラ（山カラ＝山で） （いけない）よ（命令） 行けば（よかった） 行けば（よかった）

139 （毛虫は）気味が悪い 帰るよ（意志） いけない（よ） いけない（よ）

140 わからなく（なる） 起きよう（意志） 帰る（よ） 帰る（よ）

141 （テレビの値段は）高くない （おもちゃを）片付ける （帰る）よ（意志） （帰る）よ（意志）

142 ～でしょう？（確認要求） とても（むずかしい） 起きよう（意志） 起きよう（意志）

143 帰る（よ） （とても）むずかしい ツカーサイ（～てください） ツカーサイ（～てください）

144 （帰る）よ（意志） （毛虫は）気味が悪い とても（むずかしい） とても（むずかしい）

145 起きよう（意志） ～でしょう？（確認要求） （とても）むずかしい （とても）むずかしい

146 腹が立つ （テレビの値段は）高くない （毛虫は）気味が悪い （毛虫は）気味が悪い

147 （おもちゃを）片付ける わからなく（なる） ～でしょう？（確認要求） ～でしょう？（確認要求）

148 借りた 借りた （テレビの値段は）高くない （テレビの値段は）高くない

149 買った 買った わからなく（なる） わからなく（なる）

150 出した（サ行イ音便） 出した（サ行イ音便） 借りた 借りた

151 行った（促音便） 行った（促音便） 買った 買った

152 税金の「ゼ」 腹が立つ 出した（サ行イ音便） 出した（サ行イ音便）

153 ＪＲの「ジェ」 鳥を（助詞の融合・省略） 行った（促音便） 行った（促音便）

154 鳥を（助詞の融合） 税金の「ゼ」 税金の「ゼ」 税金の「ゼ」

155 （非日常品の）買い物先 ＪＲの「ジェ」 ＪＲの「ジェ」 ＪＲの「ジェ」

156 近隣で似ていると思う方言 （非日常品の）買い物 鳥を（助詞の融合・省略） 鳥を（助詞の融合・省略）

157 ことばの親近感東京か関西か 近隣で似ていると思う方言 （非日常品の）買い物先 （非日常品の）買い物先

158 話者生年・調査年・調査担当者 ことばの親近感東京か関西か 近隣で似ていると思う方言 近隣で似ていると思う方言

159 話者生年・調査年・調査担当者 ことばの親近感東京か関西か ことばの親近感東京か関西か

160 話者生年・調査年・調査担当者 話者生年・調査年・調査担当者

『2012 姫加』正誤

№153 谷川高年層男性

上野 → ｎ

№153 凡例欄に追記

ｎ 資料なし
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甲南大学方言研究会報告 グロットグラム刊行年別目次 ＧＧ４－１

№ 報 2015 豊福 2016 敦部 2017 出飯 2018 尼福

1 行政区画・話者年齢分布 行政区画・話者年齢分布 行政区画・話者年齢分布 行政区画・話者年齢分布

2 かまきり かまきり かまきり かまきり

3 ありじごく（薄羽蜻蛉の幼虫） ありじごく（薄羽蜻蛉の幼虫） ありじごく（薄羽蜻蛉の幼虫） 蜘蛛の糸

4 かぶとむし（雄・雌） かぶとむし（雄・雌） かぶとむし（雄・雌） かぶとむし（雄・雌）

5 くわがた（雄・雌） くわがた（雄・雌） くわがた（雄・雌） くわがた（雄・雌）

6 あめんぼ あめんぼ あめんぼ あめんぼ

7 みずすまし みずすまし みずすまし みずすまし

8 なめくじ なめくじ なめくじ なめくじ

9 かたつむり かたつむり かたつむり かたつむり

10 かえる［蛙］ かえる［蛙］ 蜘蛛の糸 かえる［蛙］

11 ひき蛙 ひき蛙 かえる［蛙］ おたまじゃくし

12 おたまじゃくし おたまじゃくし おたまじゃくし ひき蛙

13 めだか めだか ひき蛙 めだか

14 蛇（総称） 蛇（総称） 蛇（総称） 蛇（総称）

15 まむし［蝮］ まむし［蝮］ まむし［蝮］ まむし［蝮］

16 蜘蛛の糸 蜘蛛の糸 めだか 雄牛

17 もぐら［土竜］ もぐら［土竜］ もぐら［土竜］ 雌牛

18 雄牛 雄牛 雄牛 仔牛

19 雌牛 雌牛 雌牛 ありじごく（薄羽蜻蛉の幼虫）

20 仔牛 仔牛 仔牛 もぐら［土竜］

21 くちびる［唇］ くちびる［唇］ くちびる［唇］ くちびる［唇］

22 ほほ［頬］ ほほ［頬］ ほほ［頬］ ほほ［頬］

23 まゆげ［眉毛］ まゆげ［眉毛］ まゆげ［眉毛］ まゆげ［眉毛］

24 ものもらい［麦粒腫］ ものもらい［麦粒腫］ ものもらい［麦粒腫］ ものもらい［麦粒腫］

25 つむじ［旋毛］ つむじ［旋毛］ つむじ［旋毛］ つむじ［旋毛］

26 かかと［踵］ かかと［踵］ かかと［踵］ かかと［踵］

27 くるぶし［踝］ くるぶし［踝］ くるぶし［踝］ くるぶし［踝］

28 くすりゆび［薬指］ くすりゆび［薬指］ くすりゆび［薬指］ くすりゆび［薬指］

29 咳をする 咳をする おてんば おてんば

30 おてんば おてんば けちんぼ けちんぼ

31 けちんぼ けちんぼ あほ・ばか あほ・ばか

32 末っ子（総称・男女別） 末っ子（総称・男女別） 末っ子（総称・男女別） 末っ子（総称・男女別）

33 あほ・ばか あほ・ばか 咳をする 咳をする

34 あぐら［胡坐］をかく あぐら［胡坐］をかく あぐら［胡坐］をかく あぐら［胡坐］をかく

35 正座する 正座する 正座する 正座する

36 お手玉（遊び） お手玉（遊び） お手玉（遊び） お手玉（遊び）

37 お手玉（道具） お手玉（道具） お手玉（道具） お手玉（道具）

38 片足跳び かたぐるま［肩車］ 片足跳び 片足跳び

39 かたぐるま［肩車］ 竹馬 かたぐるま［肩車］ かたぐるま［肩車］

40 竹馬 片足跳び 竹馬 竹馬

41 たこ［凧］ たこ［凧］ たこ［凧］ たこ［凧］

42 じゃんけん じゃんけん じゃんけん じゃんけん

43 じゃんけんの掛け声 じゃんけんの掛け声 じゃんけんの掛け声 じゃんけんの掛け声

44 あいこの掛け声 あいこの掛け声 あいこの掛け声 あいこの掛け声

45 おやつ おやつ おやつ おやつ

46 おにごっこ おにごっこ おにごっこ おにごっこ

47 かくれんぼ かくれんぼ かくれんぼ かくれんぼ

48 おはじき おはじき おはじき おはじき

49 めんこ（カード状） めんこ（カード状） めんこ（カード状） めんこ（カード状）

50 びり（最下位） びり（最下位） 自転車 自転車

51 青あざ（ができる） 青あざ（ができる） びり（最下位） びり（最下位）

52 自転車 自転車 夕立 夕立

53 夕立 夕立 （雨が）ピリピリ（してきた） （雨が）ピリピリ（してきた）

54 氷 氷 氷 氷

55 つらら［氷柱］ つらら［氷柱］ つらら［氷柱］ つらら［氷柱］

56 しもやけ［霜焼け］ しもやけ［霜焼け］ しもやけ［霜焼け］ しもやけ［霜焼け］

57 （雨が）ピリピリ（してきた） （雨が）ピリピリ（してきた） 湯気（御飯・やかん） 湯気（御飯・やかん）

58 湯気（御飯・やかん） 湯気（御飯・やかん） 瀬戸物 瀬戸物

59 瀬戸物 瀬戸物 しめなわ［注連縄］ しめなわ［注連縄］

60 すりばち［擂り鉢］ すりばち［擂り鉢］ すりばち［擂り鉢］ すりばち［擂り鉢］

61 すりこぎ［擂り粉木］ すりこぎ［擂り粉木］ すりこぎ［擂り粉木］ すりこぎ［擂り粉木］

62 しめなわ［注連縄］ しめなわ［注連縄］ 返礼の品 返礼の品

63 返礼の品 返礼の品 ふすま［襖］ ふすま［襖］
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甲南大学方言研究会報告 グロットグラム刊行年別目次 ＧＧ４－２

№ 報 2015 豊福 2016 敦部 2017 出飯 2018 尼福

64 ふすま［襖］ ふすま［襖］ 松落ち葉 松落ち葉

65 松笠 松笠 松以外の落ち葉 松以外の落ち葉

66 松落ち葉 松落ち葉 松笠 松笠

67 松以外の落ち葉 松以外の落ち葉 どくだみ どくだみ

68 どくだみ どくだみ 彼岸花 桑の実

69 彼岸花 彼岸花 桑の実 「フナメ色」の使用

70 桑の実 桑の実 つくし［土筆］ つくし［土筆］

71 「フナメ色」の使用 山ぶどう すぎな すぎな

72 つくし［土筆］ つくし［土筆］ ゴミ（川や用水路） 彼岸花

73 すぎな すぎな 山ぶどう ゴミ（川や用水路）

74 山ぶどう かぼちゃ かぼちゃ 山ぶどう

75 かぼちゃ じゃがいも じゃがいも かぼちゃ

76 じゃがいも とうもろこし とうもろこし じゃがいも

77 とうもろこし きのこ（総称） きのこ（総称） とうもろこし

78 きのこ（総称） ゴミ（川など） とげ［棘］（材木） とげ［棘］（材木）

79 ゴミ（川など） 米櫃（こめびつ） とげ［棘］（バラ） とげ［棘］（バラ）

80 とげ［棘］（材木） 籾殻（もみがら） 籾殻（もみがら） きのこ（総称）

81 どげ［棘］（バラ） 糠（ぬか） 糠（ぬか） 米櫃（こめびつ）

82 籾殻（もみがら） とげ［棘］（材木） 米櫃（こめびつ） 籾殻（もみがら）

83 糠（ぬか） とげ［棘］（バラ） きな臭い 糠（ぬか）

84 米櫃（こめびつ） （おいしいお米）ドス びっくりする きな臭い

85 （米が）無くなった（消費） （おいし）オス 恐ろしい びっくりする

86 （おいしいお米）ドス やめヨシ（やめなさい） うらやましい 恐ろしい

87 （おいし）オス きな臭い まぶしい（太陽） うらやましい

88 （箱が）大きい （箱が）大きい くすぐったい まぶしい（太陽）

89 （箱が）小さい （箱が）小さい （塩）味が薄い くすぐったい

90 （棒が）太い （棒が）太い （箱が）大きい （箱が）大きい

91 （棒が）細い （棒が）細い （箱が）小さい （箱が）小さい

92 （網目が）粗い （網目が）粗い （棒が）太い （棒が）太い

93 （網目が）細かい （網目が）細かい （棒が）細い （棒が）細い

94 きな臭い びっくりする （網目が）粗い （網目が）粗い

95 やめヨシ（やめなさい） 恐ろしい （網目が）細かい （網目が）細かい

96 びっくりする うらやましい なだらかな（坂道） なだらかな（坂道）

97 恐ろしい まぶしい（太陽） 急な（坂道） 急な（坂道）

98 うらやましい くすぐったい （今まだ駅）ダニカン （塩）味が薄い

99 まぶしい（太陽） （塩）味が薄い （待っ）タニカン 青あざ（ができる）

100 くすぐったい なだらかな（坂道） （大丈夫）ダー？ あさっての翌日

101 （塩）味が薄い 急な（坂道） 青あざ（ができる） あさっての翌々日

102 なだらかな（坂道） あさっての翌日 あさっての翌日 いくつ（個数）

103 急な（坂道） あさっての翌々日 あさっての翌々日 いくつ（年齢）

104 あさっての翌日 カラ（山カラ＝山で） いくつ（個数） いくら（値段）

105 あさっての翌々日 いくら（値段） いくつ（年齢） アスペクト進行と結果の区別

106 いくら（値段） いくつ（個数） いくら（値段） 食べている進行態

107 いくつ（個数） いくつ（年齢） アスペクト進行と結果の区別 食べている結果態

108 いくつ（年齢） 食べている進行態 食べている進行態 借りる

109 アスペクト進行と結果の区別 食べている結果態 食べている結果態 貸す

110 食べている進行態 アスペクト進行と結果の区別 借りる 返す（返却する）

111 食べている結果態 借りる 貸す （プレゼントを）くれる

112 借りる 返す（返却する） 返す（返却する） （ゴミを）捨てる

113 返す（返却する） 貸す （プレゼントを）くれる （ボールを）投げる

114 貸す （プレゼントを）くれる （ゴミを）捨てる （赤ちゃんを）おんぶする

115 （プレゼントを）くれる （毛虫は）気味が悪い （ボールを）投げる （荷物を背中に）背負う

116 （ゴミを）捨てる （ゴミを）捨てる （赤ちゃんを）おんぶする （片方の肩に荷物を）かける

117 （ボールを）投げる （ボールを）投げる （荷物を背中に）背負う （材木を一人で）かつぐ

118 （赤ちゃんを）おんぶする （赤ちゃんを）おんぶする （片方の肩に荷物を）かける （天秤棒を）かつぐ

119 （荷物を背中に）背負う （荷物を背中に）背負う （材木を一人で）かつぐ （二人で）かつぐ

120 （片方の肩に荷物を）かける （片方の肩に荷物を）かける （天秤棒を）かつぐ （バスが）来ない

121 （材木を一人で）かつぐ （材木を一人で）かつぐ （二人で）かつぐ （バスが）来なかった

122 （天秤棒を）かつぐ （天秤棒を）かつぐ （バスが）来ない 「行く」の敬語表現

123 （二人で）かつぐ （二人で）かつぐ 来なかった 「行った」の敬語表現

124 来ない 来ない 「行く」の敬語表現 ～ジェ（何だ？）

125 来なかった 来なかった 「行った」の敬語表現 ～ニー（～のに：逆接）

126 「行く」の敬語表現 「行く」の敬語表現 やっぱり（雨だろう） やっぱり（雨だろう）
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甲南大学方言研究会報告 グロットグラム刊行年別目次 ＧＧ４－３

№ 報 2015 豊福 2016 敦部 2017 出飯 2018 尼福

127 「行った」の敬語表現 「行った」の敬語表現 （やっぱり雨）だろう （やっぱり雨）だろう

128 やっぱり（雨だろう） やっぱり（雨だろう） （楽しい）から （楽しい）から

129 （やっぱり雨）だろう （やっぱり雨）だろう （太陽）だ！ （太陽）だ！

130 （太陽）だ！ （太陽）だ！ だから（言ったじゃないか） だから（言ったじゃないか）

131 （楽しい）から （楽しい）から （だから言った）じゃないか （だから言った）じゃないか

132 だから（言ったじゃないか） だから（言ったじゃないか） しなければ（ならない） しなければ（ならない）

133 （だから言った）じゃないか （だから言った）じゃないか （しなければ）ならない （しなければ）ならない

134 行けば（よかった） 行けば（よかった） しなければならない しなければならない

135 しなければならない しなければならない 行けば（よかった） 行けば（よかった）

136 しなければ（ならない） しなければ（ならない） いけない（よ）（禁止） いけない（よ）（禁止）

137 （しなければ）ならない （しなければ）ならない （いけない）よ（禁止） （いけない）よ（禁止）

138 とても（むずかしい） とても（むずかしい） とても（むずかしい） とても（むずかしい）

139 （とても）むずかしい （とても）むずかしい （とても）むずかしい （とても）むずかしい

140 カラ（山カラ＝山で） ～でしょう？（確認要求） カラ（山カラ＝山で） カラ（山カラ＝山で）

141 （毛虫は）気味が悪い （テレビの値段は）高くない ～でしょう？（確認要求） ～でしょう？（確認要求）

142 わからなく（なる） わからなく（なる） （毛虫は）気味が悪い （毛虫は）気味が悪い

143 （テレビの値段は）高くない （米が）無くなった（消費） 腹が立つ 腹が立つ

144 いけない（よ） いけない（よ） （おもちゃを）片付ける （おもちゃを）片付ける

145 でしょう？（確認要求） （いけない）よ わからなく（なる） わからなく（なる）

146 腹が立つ 帰る（よ） （米が）無くなった（消費） （米が）無くなった（消費）

147 （おもちゃを）片付ける （帰る）よ （テレビの値段は）高くない （テレビの値段は）高くない

148 借りた 腹が立つ 借りた 借りた

149 買った （おもちゃを）片付ける 買った 買った

150 出した（サ行イ音便） 借りた 出した（サ行イ音便） 出した（サ行イ音便）

151 行った（促音便） 買った 行った（促音便） 行った（促音便）

153 帰る（よ） 出した（サ行イ音便） 帰る（よ） 帰る（よ）

153 （帰る）よ 行った（促音便） （帰る）よ （帰る）よ

154 起きよう（意志） 起きよう（意志） 税金（ゼの音声） 起きよう（意志）

155 鳥を（助詞の融合・省略） 鳥を（助詞の融合・省略） ＪＲ（ジェの音声） 鳥を（助詞の融合・省略）

156 税金（ゼの音声） 税金（ゼの音声） 起きよう（意志） 税金（ゼの音声）

157 ＪＲ（ジェの音声） ＪＲ（ジェの音声） （非日常品の）買い物先 ＪＲ（ジェの音声）

158 （非日常品の）買い物先 （非日常品の）買い物先 近隣で似ていると思う方言 （非日常品の）買い物先

159 近隣で似ていると思う方言 近隣で似ていると思う方言 ことばの親近感東京か関西か 近隣で似ていると思う方言

160 ことばの親近感東京か関西か ことばの親近感東京か関西か 話者生年・調査年・調査担当者 ことばの親近感東京か関西か

161 話者生年・調査年・調査担当者 話者生年・調査年・調査担当者 話者生年・調査年・調査担当者

『2015 豊福』正誤 『2016 敦部』正誤 『2017 出飯』正誤 『2018 尼福』正誤

№115・124・125・127 №155 項目名 №15 項目名マムシ→まむし

各凡例欄の右下位置に下記 鳥（助詞の融合・省略） №98 項目名（今まだ）駅ダニ №121 凡例欄枠下

を追記 →鳥を（助詞の融合・省略） カン→（今まだ駅）ダニカン ●キヤヘナンダ

聞いたことがある 162p 左上 補足事項 №113 凡例 → ●キヤナンダ

（１～７）→（１～８） ヤンサル● →

石見福光高年層女性に №121 凡例欄枠左下

ヤンスの ○・ 追記 ヘンナンダ→削除

№117 項目名（荷物を背中で）

→（荷物を背中に）

№138 都野津・高年層男性と

静間・高年層女性

記号 追記

凡例欄左から４列目

最下段 ソガニ追記

№138 グロットグラムと凡例

欄の記号の大きさが異

なっている。

№139 凡例欄 凡→凡例

№141 凡例欄 左４列目

最下段 ダガン

削除（重複）

№146 低年層女性の「年」に

相当する行が欠落

→ この欄に該当する

記号は無い
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甲南大学方言研究会報告１～30 略称と各書誌情報

多氷：１『兵庫県多紀郡氷上郡接境地域言語地図』（1991.3., 2013.3.改訂版）A4判横 言語地図84枚93頁

多紀：２『兵庫県多紀郡言語地図』（1992.3.）A4判横 言語地図93枚102頁

氷上：３『兵庫県氷上郡言語地図』（1993.3.）A4判縦 言語地図98枚107頁

北播：４『兵庫県北播磨地方（西脇市・多可郡）言語地図』（1994.3.）A4判縦 言語地図97枚107頁

加西：５『兵庫県加西市言語地図』（1999.3.）A4判縦 言語地図80枚88頁

加東：６『兵庫県加東郡言語地図』（1996.3.）A4判横 言語地図76枚85頁

美嚢：７『兵庫県旧美嚢郡言語地図（三木市･美嚢郡吉川町・神戸市北区淡河町）』（1997.3., 2013.3.2版）A4判横 言語地

図79枚90頁

小新：８『兵庫県小野市新言語地図』（1998.3.）A4判横 言語地図85枚95頁

三田：９『兵庫県三田市言語地図』（1999.3.）A4判横 言語地図88枚98頁

朝神：10『兵庫県朝来郡神崎郡接境地域言語地図』（2000.3.）A4判縦 言語地図91枚101頁

神崎：11『兵庫県神崎郡南部言語地図』（2001.3.）A4判縦 言語地図89枚99頁

飾宍：12『兵庫県飾磨郡宍粟郡姫路市接境地域言語地図』（2002.3.）A4判縦 言語地図93枚103頁
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